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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
刑
事
施
設
に
お
け
る
医
療
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
（
以
下
「
被
収
容
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で

の
、
医
薬
品
購
入
費
、
検
査
費
用
、
医
療
機
器
整
備
費
等
の
医
療
費
の
予
算
額
は
、
平
成
十
一
年
度
に
お
い
て
は
約
十
七
億

円
、
平
成
十
二
年
度
に
お
い
て
は
約
十
七
億
円
、
平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
は
約
十
八
億
円
、
平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
は

約
十
八
億
円
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
約
二
十
二
億
円
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
は
約
二
十
六
億
円
、
平
成
十
七
年

度
に
お
い
て
は
約
二
十
七
億
円
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
は
約
二
十
九
億
円
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
は
約
三
十
億
円
、

平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
は
約
三
十
五
億
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ガ
ン
等
の
疾
病
」
の
意
義
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
未
決
拘
禁
者
を
含
め
被
収
容
者
が
、
刑
事
施

設
に
収
容
さ
れ
た
後
に
悪
性
新
生
物
と
診
断
さ
れ
た
事
例
は
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
刑
事
収
容
施
設
法
」

一



と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
に
お
い
て
、
刑
事
施
設
の
長
は
、
被
収
容
者
に
対
し
、
そ
の
刑
事
施
設
に
お
け
る
収
容
の
開
始
後

速
や
か
に
、
及
び
毎
年
一
回
以
上
定
期
的
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
が
定
め
ら
れ
、
刑
事
施
設
及
び
被
収
容
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
五
十
七
号
）
第
二
十
九

条
に
お
い
て
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
血
液
検
査
等
の
健
康
診
断
の
事
項
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
刑
事
施
設
に
お
い
て

は
、
こ
れ
に
従
っ
て
被
収
容
者
の
定
期
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
四
十
歳
以
上
の
受
刑
者
を
対
象
と
し
て
、
在
所
期
間
二
年
を
経
過
す
る
者
の
う
ち
の
希
望
者
に
対
し
て
胃
検
診

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
四
十
歳
以
上
の
女
子
受
刑
者
を
対
象
と
し
て
、
希
望
者
に
対
し
て
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
疾

病
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
被
収
容
者
本
人
か
ら
訴
え
が
な
さ
れ
た
り
、
職
員
に
よ
り
異
常
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
し
た
場
合
に
は
、
医
師
の
診

察
を
実
施
し
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
必
要
な
検
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

刑
事
収
容
施
設
法
第
五
十
六
条
に
お
い
て
、
刑
事
施
設
に
お
い
て
は
、
被
収
容
者
の
心
身
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
努

め
、
被
収
容
者
の
健
康
及
び
刑
事
施
設
内
の
衛
生
を
保
持
す
る
た
め
、
社
会
一
般
の
保
健
衛
生
及
び
医
療
の
水
準
に
照
ら
し

二



適
切
な
保
健
衛
生
上
及
び
医
療
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
法
務
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

引
き
続
き
、
被
収
容
者
の
適
切
な
健
康
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三


